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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】視認者に与える美観性、印象性、注目性を向上
する保安用コーンを提供する。
【解決手段】板状のベース部１１と、ベース部１１に立
設されたテーパ状のコーン本体１２とを有してなる保安
用コーン１０において、コーン本体１２の高さ方向にお
ける頂部～中間部の範囲の外周に、コーン本体１２と異
なる色の表示シート２０を設け、表示シート２０は、コ
ーン本体１２の周方向に沿って延在する裾２１を波状に
し、かつ光反射性又は蛍光性を備えてなるもの。
【選択図】図３
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　板状のベース部と、ベース部に立設されたテーパ状のコーン本体とを有してなる保安用
コーンにおいて、
　コーン本体の高さ方向における頂部～中間部の範囲の外周に、コーン本体と異なる色の
表示シートを設け、
　表示シートは、コーン本体の周方向に沿って延在する裾を波状にし、かつ光反射性又は
蛍光性を備えてなることを特徴とする保安用コーン。
【請求項２】
　前記コーン本体が中空の裁頭円錐体をなし、円錐体の中空部の上端開口部が頂部の裁頭
面に設けられ、この開口部に表示具が着脱可能にされてなる請求項１に記載の保安用コー
ン。
【請求項３】
　前記コーン本体が富士山の山容の様を呈し、表示シートが冠雪部の様を呈する請求項２
に記載の保安用コーン。
【請求項４】
　前記表示具が富士山の山頂に表われる太陽の様を呈する請求項３に記載の保安用コーン
。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は保安用コーンに関する。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、車両等の進入を規制し、作業エリア等を確保する等のための保安用コーンとし
て、板状のベース部と、ベース部に立設されたテーパ状のコーン本体とを有してなるもの
がある。
【０００３】
　特許文献１に記載の保安用コーンは、コーン本体のテーパ部に被せる筒状カバー本体と
、この筒状カバー本体の外面に印刷された標識部とを有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】実登録3132271号公報
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に記載の保安用コーンは、コーン本体の外周に標識部を設けているものの、
標識部が通行止め等の規制標識及び駐車禁止等の文字を描いたものに過ぎず、視認者に与
える美観性、印象性、注目性に劣る。
【０００６】
　本考案の課題は、保安用コーンにおいて、視認者に与える美観性、印象性、注目性を向
上することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　請求項１に係る考案は、板状のベース部と、ベース部に立設されたテーパ状のコーン本
体とを有してなる保安用コーンにおいて、コーン本体の高さ方向における頂部～中間部の
範囲の外周に、コーン本体と異なる色の表示シートを設け、表示シートは、コーン本体の
周方向に沿って延在する裾を波状にし、かつ光反射性又は蛍光性を備えてなるようにした
ものである。
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【０００８】
　請求項２に係る考案は、請求項１に係る考案において更に、前記コーン本体が中空の裁
頭円錐体をなし、円錐体の中空部の上端開口部が頂部の裁頭面に設けられ、この開口部に
表示具が着脱可能にされてなるようにしたものである。
【０００９】
　請求項３に係る考案は、請求項２に係る考案において更に、前記コーン本体が富士山の
山容の様を呈し、表示シートが冠雪部の様を呈するようにしたものである。
【００１０】
　請求項４に係る考案は、請求項３に係る考案において更に、前記表示具が富士山の山頂
に表われる太陽の様を呈する
ようにしたものである。
【考案の効果】
【００１１】
　（請求項１）
　(a)保安用コーンは、コーン本体とは異なる色の表示シートが、コーン本体の周方向に
沿って延在する裾を波状にし、かつ光反射性又は蛍光性を備える。これにより、視認者は
、昼夜のいずれにおいても、表示シートの従来見られない顕著な形態によって、強い美観
性、印象性、注目性を付与される。従って、保安用コーンの保安機能を高めることができ
る。
【００１２】
　（請求項２）
　(b)保安用コーンは、コーン本体を構成する円錐体の裁頭面に設けた上端開口部に表示
具を挿着可能にした。表示具の形状により、更には表示具が備える光反射性、蛍光性、点
灯性等により、視認者に与える美観性、印象性、注目性を一層構造できる。
【００１３】
　（請求項３）
　(c)保安用コーンは、コーン本体が富士山の山容の様を呈し、光に反射し又は蛍光する
表示シートが白銀に光輝く冠雪部の様を呈する。従って、保安用コーンがいわゆる富士山
コーンの態をなし、視認者に視認者に与える美観性、印象性、注目性を一層向上できる。
【００１４】
　（請求項４）
　(d)保安用コーンは、コーン本体の上端開口部に挿着した表示具が富士山の山頂に表わ
れる太陽の様を呈する。従って、保安用コーンがいわゆるダイヤモンド富士の景観を伴っ
た富士山コーンの態をなし、視認者に与える美観性、印象性、注目性を一層向上できる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１は保安用コーンを示す斜視図である。
【図２】図２は保安用コーンを示す平面図である。
【図３】図３は表示具が挿着された保安用コーンを示す正面図である。
【図４】図４は表示シートを示す展開図である。
【考案を実施するための形態】
【００１６】
　図１、図２に示した保安用コーン１０は、板状のベース部１１と、ベース部１１に立設
されたテーパ状のコーン本体１２とを有する。
【００１７】
　本実施例のコーン本体１２は、中空の裁頭円錐体１２Ａをなし、円錐体１２Ａの中空部
の上端開口部１２Ｂが該円錐体１２Ａの頂部の裁頭面に設けられ、この円錐体１２Ａの頂
部の上端開口部１２Ｂまわりに孔あきキャップ１３を被着している。
【００１８】
　保安用コーン１０は、ベース部１１、コーン本体１２、及び孔あきキャップ１３をプラ
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スチック、ゴム等から構成し、例えばＰＥ（ポリエチレン）により構成している。ベース
部１１とコーン本体１２を一体成形してなすものでも良く、或いは別体のベース部１１と
コーン本体１２を接合一体化してなるものでも良い。尚、ベース部１１は例えば四角厚板
状をなし、保安用コーン１０の重錘的機能を持つ。
【００１９】
　保安用コーン１０は、コーン本体１２の高さ方向における頂部～中間部の範囲の外周に
、コーン本体１２と異なる色の表示シート２０を設けている。表示シート２０は、コーン
本体１２の周方向に沿って延在する裾２１を波状にし、かつ光反射性又は蛍光性を備える
。
【００２０】
　本実施例の表示シート２０は、図４に示す如く、展開形状を扇形とし、プラスチックシ
ート等からなる表示シート２０の一面側に設けられた接着層２２を介して、コーン本体１
２の高さ方向における頂部～中間部の範囲の外周に接着されている。
【００２１】
　表示シート２０は、夜間の車両のライトに照らされて光る光反射性又は蛍光性を備える
。光反射性表示シート２０として、例えばガラスビーズ型の反射材又はプリズム型の反射
材を使用したプラスチック製反射シートが用いられる。蛍光性表示シート２０としては、
例えばプラスチック製蛍光テープが用いられる。
【００２２】
　保安用コーン１０は、コーン本体１２が富士山の山容の様を呈し、表示シート２０が富
士山の冠雪部の様を呈するように形成される。山容の様を呈するコーン本体１２は、例え
ば青色、又は赤色に着色される。冠雪部の様を呈する表示シート２０は、例えば白様に着
色される。光反射性を備えた表示シート２０が白色からなるとき、その反射輝度は他の色
におけるよりも高い（青色の反射輝度は白色の反射輝度の６％に過ぎない）。
【００２３】
　保安用コーン１０は、図３に示す如く、コーン本体１２の上端開口部１２Ｂに表示具３
０が着脱可能にされる。表示具３０は、前述した表示シート２０と同様の反射シート又は
蛍光テープが表面に付されて光反射性又は蛍光性を備えるもの、或いは太陽電池等を内蔵
して照明灯や点滅灯の如くに点灯性を備えるものを採用できる。このとき、保安用コーン
１０は、表示具３０が富士山の山頂に表われて光り輝く太陽の様（いわゆるダイヤモンド
富士）を呈するように形成される。
【００２４】
　本実施例によれば以下の作用効果を奏する。
　(a)保安用コーン１０は、コーン本体１２とは異なる色の表示シート２０が、コーン本
体１２の周方向に沿って延在する裾を波状にし、かつ光反射性又は蛍光性を備える。これ
により、視認者は、昼夜のいずれにおいても、表示シート２０の従来見られない顕著な形
態によって、強い美観性、印象性、注目性を付与される。従って、保安用コーン１０の保
安機能を高めることができる。
【００２５】
　(b)保安用コーン１０は、コーン本体１２を構成する円錐体１２Ａの裁頭面に設けた上
端開口部１２Ｂに表示具３０を挿着可能にした。表示具３０の形状により、更には表示具
３０が備える光反射性、蛍光性、点灯性等により、視認者に与える美観性、印象性、注目
性を一層構造できる。
【００２６】
　(c)保安用コーン１０は、コーン本体１２が富士山の山容の様を呈し、光に反射し又は
蛍光する表示シート２０が白銀に光輝く冠雪部の様を呈する。従って、保安用コーン１０
がいわゆる富士山コーンの態をなし、視認者に視認者に与える美観性、印象性、注目性を
一層向上できる。
【００２７】
　(d)保安用コーン１０は、コーン本体１２の上端開口部１２Ｂに挿着した表示具３０が
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富士山の山頂に表われる太陽の様を呈する。従って、保安用コーン１０がいわゆるダイヤ
モンド富士の景観を伴った富士山コーンの態をなし、視認者に与える美観性、印象性、注
目性を一層向上できる。
【００２８】
　以上、本考案の実施例を図面により詳述したが、本考案の具体的な構成はこの実施例に
限られるものではなく、本考案の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等があっても本考案
に含まれる。
【産業上の利用可能性】
【００２９】
　本考案によれば、保安用コーンにおいて、視認者に与える美観性、印象性、注目性を向
上することができる。
【符号の説明】
【００３０】
１０　保安用コーン
１１　ベース部
１２　コーン本体
１２Ａ　円錐体
１２Ｂ　上端開口部
２０　表示シート
２１　裾
３０　表示具

【図１】 【図２】
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